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２
０
１
６
年
４
月
の
熊
本
地
震
で
被

災
し
た
熊
本
県
宇
土
市
の
石
造
ア
ー
チ

橋
「
船
場
橋
」（
市
指
定
有
形
文
化
財
）

の
復
旧
工
事
が
2
0
2
0
年
２
月
に
ほ

ぼ
終
わ
り
、
震
災
前
の
姿
を
取
り
戻
し

て
い
る
。
供
用
は
３
月
中
の
予
定
。

　

宇
土
市
教
育
委
員
会
の
発
表
に
よ
る

と
、
船
場
橋
は
地
震
の
激
し
い
揺
れ
に

よ
り
高
欄
が
倒
壊
、
輪
石
が
ず
れ
て
開

き
が
生
じ
、
石
材
に
亀
裂
や
断
面
欠
損

も
見
ら
れ
た
。
壁
石
が
外
側
へ
約
５
㌢

は
ら
み
出
し
、
橋
面
が
沈
下
。
壁
石
の

内
側
の
中
詰
め
材
も
激
し
く
動
き
、
橋

全
体
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。

ま
た
上
流
左
岸
の
取
り
付
け
護
岸
の
石

垣
が
大
き
く
崩
れ
た
。

　

16
年
７
〜
８
月
に
３
Ｄ
レ
ー
ザ
ー
計

測
解
析
な
ど
に
よ
る
被
害
調
査
が
行
わ

れ
、
石
橋
と
し
て
の
健
全
度
が
失
わ
れ

た
状
態
と
判
明
し
た
。
そ
の
た
め
橋
は
、

輪
石
の
基
底
部
を
除
き
一
度
解
体
し
て

復
元
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
基
底
部

を
残
し
た
の
は
、
全
て
輪
石
を
取
り
除

く
と
、
不
均
等
な
地
盤
沈
下
が
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　

18
年
４
〜
6
月
に
解
体
工
事
が
実
施

さ
れ
、
石
材
は
隣
接
地
に
一
時
保
管
さ

れ
た
。
各
石
材
に
刻
印
や
墨
書
き
な
ど

は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
新
た
に
分

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
11
月
に
市

教
委
に
よ
る
現
地
説
明
会
が
開
催
さ
れ
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中面の案内

復
旧
工
事
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
船
場
橋
。写
真
は
上
流
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
２
０
２
０
年
3
月
2
日
、中
村
ま
さ
あ
き
撮
影

た
（
２
面
に
関
連
記
事
）。

　

船
場
橋
は
、
熊
本
藩
の
住
民
の
評
価

や
褒
章
な
ど
を
記
録
し
た
古
文
書
「
町

在
」
に
「
石
之
瀬
目
鑑
橋
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
架
橋
を
担
当
し
た
石
工
や

架
橋
年
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
宇

土
郡
の
土
木
工
事
担
当
役
人
だ
っ
た
平

原
太
郎
助
と
芥
川
政
右
衛
門
の
記
録
か

ら
架
橋
年
は
１
８
５
５
〜
5
7
（
安
政

２
〜
４
年
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
船
場
橋
復
旧
工
事
で
は
監
理

を「
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
」（
中

村
秀
樹
社
長
は
本
会
調
査
研
究
部
長
）、

施
工
を
「
尾
上
建
設
」（
尾
上
一
哉
会

長
は
本
会
技
術
部
長
）
が
受
託
し
、
肥

後
種
山
石
工
技
術
継
承
講
座
一
期
生
の

荒
木
大
人
氏
が
石
工
頭
を
務
め
た
。

（
広
報
部
）

「
船
場
橋
」＝
熊
本
県
宇
土
市

 

熊
本
地
震
前
の
姿
に
復
旧

被災後の船場橋の上流側
　　　　　　　＝2016年5月2日、中村まさあき撮影
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中
国
大
陸
を
東
西
に
流
れ
る
大
河
「
長
江
」

以
南
を
江
南
地
方
（
浙
江
省
や
江
蘇
省
な
ど
）

と
い
う
。
そ
こ
に
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
運
河

が
網
の
目
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
て
、

当
然
、
膨
大
な
数
の
橋
も
そ
こ
に
存
在
し
て

い
る
。
今
回
は
運
河
に
設
け
ら
れ
た
一
風
変

わ
っ
た
「
船
引
き
橋
」
を
紹
介
す
る
。

　

一
般
に
橋
は
川
を
横
切
る
も
の
だ
が
、
浙

江
省
紹
興
市
の
広
大
な
蕭
興
運
河
に
設
け
ら

れ
た
「
阮
社
繊
道
橋
」
は
、
運
河
の
や
や
岸

寄
り
に
あ
り
、
水
の
流
れ
と
同
じ
方
向
に
延

び
て
い
る
。
全
長
は
３
８
６
㍍
で
幅
は
２
・

５
㍍
、
橋
床
（
路
面
）
に
は
平
ら
な
板
石
が

敷
か
れ
、
創
建
は
晋
の
時
代
（
２
６
５
〜
４

２
０
年
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
運
河
を
船
が

「中国の古橋」撮影記	
�   その3

榊　晃弘（福岡県）

下
流
か
ら
上
流
へ
と
さ
か
の
ぼ
る
と
き
に
は

風
や
波
の
影
響
を
受
け
や
す
く
な
る
。
そ
の

た
め
、
橋
に
並
ん
だ
屈
強
な
男
た
ち
が
船
に

く
く
り
つ
け
た
ロ
ー
プ
を
引
い
て
船
を
進
め

た
と
い
わ
れ
る
。「
船
を
引
い
た
人
た
ち
の
こ

と
を
『
繊
夫
』
と
い
っ
た
の
で
、
船
を
引
く

た
め
の
橋
の
こ
と
を
『
繊
道
橋
』
と
呼
ぶ
」

と
現
地
ガ
イ
ド
に
教
わ
っ
た
。

　

江
蘇
省
の
「
宝
帯
橋
」
は
、
北

京
と
杭
州
を
つ
な
ぐ
全
長
お
よ
そ

２
５
０
０
㌔
の
京
杭
大
運
河
（
南

北
大
運
河
）
が
澹
台
湖
で
交
差
す

る
場
所
に
あ
る
。
運
河
の
水
の
流

れ
に
沿
っ
て
延
び
る
53
連
の
ア
ー

チ
橋
で
、
全
長
は
３
１
７
㍍
、
橋

幅
は
４
・
１
㍍
。
創
建
は
唐
代
の

８
１
６
〜
19
年
と
さ
れ
る
。
い
に

し
え
の
都
、
長
安
へ
と
向
か
う
穀

物
な
ど
を
満
載
し
た
船
が
運
河
を

さ
か
の
ぼ
る
と
き
、
橋
に
並
ぶ
何

十
人
も
の
繊
夫
た
ち
が
ロ
ー
プ
を

引
い
て
船
を
進
め
た
の
だ
っ
た
。

　

３
つ
目
は
浙
江
省
紹
興
市
の
広

大
な
□（
犭
に
央
）□（
犭
に
茶
）
湖
に
架
か
る

「
避
塘
橋
」。
風
の
強
い
湖
の
西
岸
近
く
に
架

か
る
全
長
３
５
０
０
㍍
の
長
大
な
橋
で
、
創

建
は
明
代
の
１
６
４
２
年
と
さ
れ
る
。
日
の

出
前
か
ら
撮
影
を
始
め
て
往
復
７
０
０
０
㍍

を
歩
い
た
。
撮
影
を
終
え
た
の
は
昼
過
ぎ
に

な
っ
た
。
こ
の
橋
が「
中
国
の
古
橋
」取
材
中
、

最
も
長
い
橋
だ
っ
た
。 　
　
　
　

  

（
次
号
に
続
く
）

運
河
に
架
か
る「
船
引
き
橋
」

　

船
場
橋
の
修
復
工
事
に
つ
い
て
昨
年
11
月
、

宇
土
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
現
地
説
明
会
が

開
催
さ
れ
、工
事
の
過
程
で
判
明
し
た
こ
と
な

ど
が
説
明
さ
れ
た
。（
広
報
部
）

船
場
橋
復
旧
工
事
の
過
程
で

転
用
石
材
の
使
用
を
確
認

　

解
体
し
た
船
場
橋
の
輪
石
の
数
は
計
１
５

３
石
あ
り
、淡
紅
色
と
灰
白
色
の
２
種
類
の
阿

蘇
溶
結
凝
灰
岩（
馬
門
石
）が
使
用
さ
れ
て
い

た
。色
の
異
な
る
馬
門
石
は
共
に
宇
土
市
を
流

れ
る
網
津
川
流
域
で
産
出
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

採
石
場
所
が
異
な
る
と
い
う
。輪
石
に
使
用
さ

れ
た
石
材
の
う
ち
淡
紅
色
が
25
石
、灰
白
色
が

１
２
８
石
あ
り
、淡
紅
色
の
13
石
と
灰
白
色
の

３
石
に
四
角
形
の
ホ
ゾ
穴
が
確
認
さ
れ
た
。こ

れ
ら
の
石
材
は
輪
石
の
背
面
や
石
材
同
士
の

接
合
面（
合
端
）な
ど
、外
か
ら
見
え
な
い
箇
所

に
使
用
さ
れ
て
い
る
。そ
の
こ
と
か
ら
、か
つ

て
は
桁
橋
や
樋
門
な
ど
の
石
材
だ
っ
た
が
、使

わ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
に
転
用
し
て
活
用
し

た
の
で
あ
ろ
う
と
説
明
さ
れ
た
。

　

転
用
石
材
を
除
く
灰
白
色
石
材
は
、厚
さ
が

42
㌢（
１
尺
4
寸
）前
後
と
ほ
ぼ
同
じ
サ
イ
ズ

で
あ
る
の
に
対
し
、淡
紅
色
の
転
用
石
材
は
薄

く
サ
イ
ズ
も
不
ぞ
ろ
い
で
あ
る
。そ
の
こ
と
か

ら
、転
用
石
材
を
除
く
灰
白
色
石
材
は
船
場
橋

築
造
の
際
に
調
達
さ
れ
た
石
材
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
。

　

船
場
橋
は
高
欄
に
淡
紅
色
の
馬
門
石
、壁
石

に
灰
色
の
安
山
岩
、輪
石
正
面
に
灰
白
色
の
馬

門
石
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。宇
土
市
文
化
課
の

担
当
者
は
、こ
の
色
分
け
を「
架
橋
時
の
職
人

の
美
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
」と
評
し
た
。

　

ま
た
、輪
石
背
面
の
ア
ー
チ
頂
部
付
近
の
石

材
が
す
り
減
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
。そ
の
こ

と
か
ら
、こ
の
部
分
が
露
出
し
た
路
面
だ
っ
た

時
期
が
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

輪石背面の四角形のホゾ穴。ホゾ穴のある石材は桁橋
や樋門などに使用されていた石材の転用か
＝2018年5月6日撮影

アーチ頂部付近の輪石背面だけがすり減っている。
かつては頂部付近のみ路面であった可能性もある
＝2019年11月30日撮影 写真提供／中村まさあき

運河の水の流れと同じ方向に53のアーチが連なる宝帯橋
＝中国・江蘇省蘇州市の京杭大運河　　　写真提供／榊 晃弘
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副
会
長　

末
永 

暢
雄（
長
崎
県
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

写
真
提
供
／
末
永 

暢
雄

　
「
九
州
の
石
橋
を
訪
ね
る
旅
」
は
昨
年
10
月

で
足
掛
け
６
年
、
12
回
を
数
え
、
沖
縄
を
除
く

九
州
全
県
を
訪
ね
た
。参
加
者
も
年
を
重
ね
て

い
る
が
、
石
橋
か
ら
〝
気
〞
を
い
た
だ
い
た
の

か
、
ま
す
ま
す
元
気
。石
橋
の
架
か
る
川
に
降

り
る
人
が
い
て
ひ
や
ひ
や
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
が
、
架
橋
に
ま
つ
わ
る
石
工
の
逸
話
や

石
積
み
の
表
情
な
ど
に
接
し
、名
だ
た
る
橋
を

巡
っ
て
き
た
。そ
の
中
で
、
ど
う
し
て
も
訪
れ

た
い
地
域
が
残
っ
て
い
た
。そ
れ
が
、
長
崎
県

島
原
半
島
の
石
橋
群
だ
っ
た
。

　

12
回
目
の
旅
は
17
人
が
参
加
し
て
昨
年
10

月
29
・
30
日
の
日
程
で
、雲
仙
市
千
々
石
町
の

「
八
千
代
橋
」を
皮
切
り
に
小
浜
町
、南
島
原
市

の
北
有
馬
町
や
布
津
町
、島
原
市
な
ど
の
石
橋

を
巡
り
、13
橋
を
訪
れ
た
。

面
無
橋
な
ど
５
橋
が
県
文
化
財
に 

　

旅
の
企
画
を
温
め
て
い
た
昨
年
2
月
、
長
崎

県
南
島
原
市
北
有
馬
町
の
「
荒
田
下
橋
」「 

田

中
橋
」「
元
平
橋
」「
坂
下
橋
」「
面
無
（
お
も
な

し
）
橋
」
が
、
県
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
。振
り
返
る
と
、
石
橋
を
訪
ね
て
九
州
各
地

を
巡
り
始
め
た
こ
ろ
、
こ

れ
ら
の
橋
と
の
出
会
い

は
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ

た
。そ
れ
は
、
や
れ
円
周

率
だ
の
、
秘
伝
の
架
橋
技

術
だ
の
、
石
工
の
技
だ
の

と
、
石
橋
に
見
え
隠
れ
す

る
〝
文
学
的
ロ
マ
ン
〞

は
、
こ
れ
ら
の
石
橋
の
前

で
は
収
ま
り
が
つ
か
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。石

橋
に
造
詣
の
深
い
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
ど
の
よ

う
な
見
方
を
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

　

面
無
橋
は
１
８
０
４
（
文
化
元
）
年
の
架
橋

と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。輪
石
は
緻
密
な
計
算
に

よ
っ
て
加
工
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
石
の
表

情
は
周
辺
の
棚
田
と
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
。北

有
馬
町
に
は
10
橋
の
石
橋
が
現
存
す
る
が
、そ

の
う
ち
の
半
数
が
自
然
石
を
使
っ
た
同
様
の

架
橋
方
法
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。 

　

こ
う
し
た
橋
は
１
９
８
２
年
の
大
洪
水
で

流
失
す
る
ま
で
、
陶
器
の
窯
元
・
現
川（
う
つ

つ
が
わ
）焼
で
知
ら
れ
る
長
崎
市
の
現
川
地
域

に
も
あ
っ
た
。そ
こ
の
小
藤
橋
ほ
か
３
橋
の
石

橋
は
も
っ
と
素
朴
な
石
積
み
で
、
そ
れ
ら
は
現

在
、長
崎
市
の
本
河
内
高
部
ダ
ム
の
底
に
沈
む

「
ま
ぼ
ろ
し
の
石
橋
」（
幕
末
期
架
橋
）
を
参
考

に
し
て
架
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、島
原
半
島
の
自
然
石
積
み
の
石
橋

群
は
、架
橋
の
年
代
か
ら
ダ
ム
底
の
石
橋
と
の

関
連
性
は
な
く
、
こ
の
地
で
生
ま
れ
育
っ
た
石

工
独
特
の
技
と
言
っ
て

も
い
い
よ
う
に
思
え
る
。 

そ
れ
ら
は
棚
田
の
石
積

み
の
習
練
さ
れ
た
石
工

の
技
と
地
元
の
農
民
が

総
力
を
挙
げ
て
架
け
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
、石
橋
は
い
ま
や
地
方

の
生
活
や
農
業
文
化
の

発
展
を
支
え
て
き
た
シ

ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、面
無
橋
な
ど
南
島
原
市
の
５
橋

を
文
化
財
に
指
定
す
る
よ
う
県
教
育
委
員
会

へ
答
申
し
た
県
文
化
財
保
護
審
議
会
は
、「
地

域
の
特
性
を
残
し
た
、地
方
の
近
代
化
を
象
徴

す
る
土
木
構
造
物
」と
評
価
し
て
い
る
。

　

私
と
し
て
は
前
述
の
よ
う
に
、石
工
の
技
や

農
民
の
総
力
を
語
り
継
い
で
い
た
だ
き
た
い

思
い
が
あ
る
。参
加
者
の
一
人
は
面
無
橋
を
前

に
し
て
、
こ
ぼ
れ
そ
う
な
笑
み
を
た
た
え「
抱

き
し
め
た
い
！
」
と
声
を
上
げ
た
。こ
れ
ま
で

数
多
く
の
石
橋
を
見
て
き
た
参
加
者
か
ら
、
そ

ん
な
声
を
聞
く
の
は
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

う
れ
し
か
っ
た
雲
仙
市
の
対
応 

 　

雲
仙
市
小
浜
町
の
「
北
串
の
眼
鏡
橋
」（
明

治
期
架
橋
）
も
自
然
石
が
使
わ
れ
た
石
橋
。６

月
の
下
見
の
際
は
壁
石
に
根
付
い
た
雑
木
や

草
で
す
っ
か
り
覆
わ
れ
、
橋
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。そ
こ
で
、 

雲
仙

市
に
手
紙
を
送
り
、
石
橋
は
地
域
発
展
を
願
っ

た
先
人
の
労
苦
を
物
語
る
文
化
財
で
あ
る
と

訴
え
た
。そ
れ
に
対
し
市
は
、
す
ぐ
に
現
状
を

視
察
し
整
備
の
計
画
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
。そ

れ
に
は
心
底
頭
が
下
が
っ
た
。訪
れ
た
日
、橋
と

周
り
の
草
木
は
き
れ
い
に
払
わ
れ
て
い
た
。 

　

わ
れ
わ
れ
は
温
泉
を
楽
し
み
、
紅
葉
に
染
ま

り
ゆ
く
島
原
半
島
の
石
橋
を
巡
る
旅
を
終
え

た
。観
光
資
源
の
多
い
島
原
半
島
に
あ
っ
て
、と

も
す
れ
ば
棚
田
の
草
む
ら
に
埋
も
れ
、
忘
れ
去

ら
れ
そ
う
な
石
橋
。し
か
し
、
そ
れ
を「
大
切
に

守
り
伝
え
る
」
こ
と
を
実
践
さ
れ
て
い
る
人
に

も
出
会
え
、ま
た
一
つ
旅
を
刻
ん
だ
。 

   

九
州
の
石
橋
を
訪
ね
る
旅
⑫

島
原
半
島
の
石
橋
群

面無橋（南島原市北有馬町）

北串の眼鏡橋（雲仙市小浜町）

荒田下橋（南島原市北有馬町）
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長
崎
県
諫
早
市
の「
諫
早
眼
鏡
橋
」は
２
０
１
９
年
に
築
造
１
８
０
周
年
を
迎
え
た
。

１
９
５
７（
昭
和
32
）年
の
諫
早
大
水
害
後
、
石
橋
と
し
て
初
の
国
指
定
重
要
文
化
財
と

な
り
、
諫
早
公
園
内
に
移
築
・
保
存
さ
れ
た
。そ
の
際
に
製
作
さ
れ
た
５
分
の
１
ス
ケ
ー

ル
の
石
造
模
型「
ミ
ニ
眼
鏡
橋
」も
２
０
１
２（
平
成
24
）年
、
つ
い
に〝
里
帰
り
〞が
実
現

し
た
。「
親
子
眼
鏡
橋
」と
呼
ば
れ
る
両
橋
に
深
く
関
わ
っ
た「
眼
鏡
橋
の
歴
史
と
文
化
を

繋
ぐ
会
」会
長
の
伊
藤
秀
敏
氏
に
、こ
れ
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
聞
い
た
。（
広
報
部
）

諫
早
眼
鏡
橋 

築
造
か
ら
１
８
０
年

眼
鏡
橋
の
歴
史
と
文
化
を
繋
ぐ

実験用模型「ミニ眼鏡橋」も
諫早眼鏡橋そばに保存が実現

石
橋
で
初
の
国
指
定
文
化
財
に

　

諫
早
眼
鏡
橋
が
本
明
川
に
架
け
ら
れ
た
の

は
江
戸
後
期
の
１
８
３
９（
天
保
10
）年
。永
久

に
流
さ
れ
な
い
橋
を
造
ろ
う
と
先
人
の
創
意

工
夫
の
技
術
が
盛
り
込
ま
れ
、佐
賀
本
藩
と
諫

早
領
主
の
出
資
、
領
民
の
賦
役（
ふ
え
き
）、
僧

侶
の
托
鉢（
た
く
は
つ
）な
ど
に
よ
っ
て
、
銀
高

３
０
貫
目
余
り
（
諫
早
家
文
書
）
の
費
用
を
か

け
て
築
造
さ
れ
た
。橋
長
49
・
25
㍍
は
当
時
、

国
内
最
大
の
石
造
2
連
ア
ー
チ
橋
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
大
雨
が
降
っ
て
も
流
さ
れ
な
い

そ
の
並
外
れ
た
強
さ
に
よ
っ
て
、
１
９
５
７

（
昭
和
32
）
年
に
起
き
た
諫
早
大
水
害
で
は
被

害
拡
大
の
要
因
と
見
な
さ
れ
た
。し
か
し
当
時

の
諫
早
市
長
・
野
村
儀
平
氏
の
尽
力
な
ど
も

あ
っ
て
、
石
造
ア
ー
チ
橋
と
し
て
は
全
国
で
初

め
て
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、架
橋
地

に
近
い
現
在
の
諫
早
公
園
内
へ
の
移
築
・
保

存
が
決
ま
っ
た
。

移
築
の
専
任
担
当
と
し
て
勤
務

　

移
築
に
伴
い
解
体
さ
れ
た
諫
早
眼
鏡
橋
の

石
材
約
２
８
０
０
個
は
全
て
計
測
さ
れ
、原
型

と
同
じ
砂
岩
を
使
っ
て
長
さ
９
・
85
㍍
、幅
１
・

１
㍍
、
実
物
の
５
分
の
１
ス
ケ
ー
ル
の
縮
小
模

型
が
造
ら
れ
た
。そ
れ
は
前
例
の
な
い
巨
大
石

造
橋
の
復
元
方
法
を
検
討
す
る
た
め
、
模
型
に

よ
る
各
種
実
験
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

工
事
は
諫
早
市
土
木
課
が
取
り
仕
切
り
、本

会
の
初
代
事
務
局
長
を
務
め
た
山
口
祐
造
氏

（
故
人
）
が
当
時
の
土
木
課
長
と
し
て
任
に
当

た
り
、技
術
専
門
職
と
し
て
眼
鏡
橋
の
専
任
担

当
を
、
現
在
の「
眼
鏡
橋
の
歴
史
と
文
化
を
繋

ぐ
会
」会
長
の
伊
藤
秀
敏
氏
(80)
が
務
め
た
。

　
「
石
の
調
査
か
ら
図
面
の
作
成
ま
で
わ
ず
か

半
年
で
や
る
よ
う
上
司
の
山
口
さ
ん
か
ら
命

じ
ら
れ
、
模
型
に
使
う
石
材
の
製
作
を
諫
早
石

工
組
合
に
お
願
い
し
、
毎
日
、
深
夜
に
及
ぶ
勤

務
が
続
い
た
」と
伊
藤
氏
は
振
り
返
る
。

石造模型「ミニ眼鏡橋」（手前）と諫早眼鏡橋（右奥）が保存されている諫早市の諫早公園

「眼鏡橋の歴史と文化を繋ぐ会」会長の伊藤秀敏氏（右）
と総務理事の杉本伊織氏（左）

石橋として初の国指定重要文化財となった諫早眼鏡橋

写
真
提
供
／
中
村
ま
さ
あ
き

「諫早眼鏡橋展」
2020年2月21日～3月30日
諫早市美術・歴史館 2F企画展示室
長崎県諫早市東小路町2-33
TEL 0957-24-6611
開館10～19時、火曜休館 ※企画展の観覧無料

つ
な
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縮
小
模
型
橋
で
実
験

　

１
９
５
９
（
昭
和
34
）
年
９
月
か
ら
翌
年
７

月
ま
で
諫
早
公
園
近
く
の
作
業
場
で
、石
材
の

積
み
上
げ
の
際
に
生
ず
る
誤
差
や
支
保
工
の

構
造
、強
度
試
験
、石
材
耐
圧
力
、石
材
を
削
る

こ
と
な
く
現
寸
法
に
組
み
立
て
る
工
法
な
ど
、

模
型
を
使
っ
て
数
々
の
実
験
を
積
み
上
げ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
作
業
場
に
住
民
が
乱
入
し
た
。

「
こ
こ
で
何
ば
し
よ
っ
と
か
、
や
め
ろ
。遊
び
の

ご
た
っ
こ
と
し
て
！
」と
怒
鳴
り
、模
型
用
の
石

材
を
投
げ
た
。そ
の
た
め
精
密
に
加
工
さ
れ
た

石
材
数
個
が
損
傷
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。伊
藤

氏
は「
諫
早
眼
鏡
橋
の
そ
ば
で
多
く
の
死
者
も

出
て
い
る
の
で
、水
害
後
は
眼
鏡
橋
を
恨
む
住

民
も
い
た
」と
静
か
に
語
る
。

　

60
年
12
月
か
ら
復
元
の
た
め
の
基
礎
工
事

に
着
手
し
、
翌
61
年
９
月
に
工
事
は
完
了
。「
模

型
を
使
っ
た
実
験
の
お
か
げ
で
復
元
工
事
は

何
の
問
題
も
な
く
順
調
に
進
ん
だ
。し
か
し
当

時
は
災
害
復
旧
事
業
を
優
先
す
る
必
要
が
あ

り
、加
え
て
住
民
の
中
に
は
諫
早
眼
鏡
橋
を
見

て
心
を
痛
め
る
人
も
い
た
事
情
も
あ
り
、野
村

市
長
も
石
造
模
型
の
保
存
場
所
を
諫
早
市
内

に
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」

　

伊
藤
氏
は
報
告
書
作
成
な
ど
の
業
務
を
終

え
、62
年
３
月
に
眼
鏡
橋
の
担
当
か
ら
解
放
さ

れ
た
。

　

実
験
に
使
用
し
た
諫
早
眼
鏡

橋
の
模
型
「
ミ
ニ
眼
鏡
橋
」
は
、

埼
玉
県
所
沢
市
の
「
ユ
ネ
ス
コ

村
」（
当
時
）
に
移
設
・
保
存
さ

れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、伊
藤
氏
は
64（
昭
和
39
）

年
10
月
、現
地
に
約
１
カ
月
間
滞
在
し
て
組
み

立
て
の
技
術
指
導
に
当
た
っ
た
。ミ
ニ
眼
鏡
橋

は
当
時
、
池
の
あ
る
日
本
庭
園
で
美
し
い
姿
を

水
面
に
映
し
て
い
た
と
い
う
。

 

放
置
さ
れ
無
残
な
姿
に

　

時
は
流
れ
、
ユ
ネ
ス
コ
村
は
１
９
９
３
（
平

成
５
）年
か
ら「
ユ
ネ
ス
コ
村
大
恐
竜
探
検
館
」

と
し
て
新
装
開
業
す
る
が
、
２
０
０
６（
平
成

18
）
年
に
営
業
を
休
止
。ミ
ニ
眼
鏡
橋
は
放
置

さ
れ
破
損
が
進
ん
で
い
る
と
の
連
絡
が
入
る
。

伊
藤
氏
が
42
年
ぶ
り
に
現
地
を
訪
れ
た
と
こ

ろ
、
日
本
庭
園
が
あ
っ
た
場
所
に
は
新
し
い
レ

ジ
ャ
ー
施
設
が
建
っ
て
い
た
。ミ
ニ
眼
鏡
橋
は

少
し
離
れ
た
保
育
園
横
の
小
さ
な
公
園
に
移

さ
れ
、高
欄
の
擬
宝
珠（
ぎ
ぼ
し
）が
こ
と
ご
と

く
折
ら
れ
た
状
態
だ
っ
た
と
い
う
。「
ミ
ニ
眼

鏡
橋
の
寂
し
そ
う
な
姿
が
強
く
印
象
に
残
り
、

何
と
も
言
え
な
い
複
雑
な
気
持
ち
に
な
っ
た
」

と
当
時
の
心
境
を
話
す
。

里
帰
り
の
実
現
を
目
指
す

　

諫
早
市
に
戻
っ
た
伊
藤
氏
は
、
日
の
出
町
住

民
を
中
心
と
す
る「
眼
鏡
橋
模
型
里
帰
り
市
民

有
志
の
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。２
０
１
２
年
に

は
市
内
35
団
体
で
構
成
す
る「
ミ
ニ
眼
鏡
橋
の

里
帰
り
委
員
会
」（
会
長
は
諫
早
商
工
会
議
所

髙
尾
茂
会
頭
）が
発
足
し
、
伊
藤
氏
も
そ
の
事

務
局
長
と
し
て
、
移
築
費
用
１
５
０
０
万
円

を
目
標
に
寄
付
金
集
め
に
奔
走
し
た
。

　

や
が
て
移
築
先
は
諫
早
眼
鏡
橋
そ
ば
の
現

在
地
と
決
ま
り
、関
係
者
の
努
力
と
市
民
の
協

力
が
実
を
結
ん
で
費
用
の
め
ど
が
つ
い
た
の

で
、12（
平
成
24
）年
８
月
か
ら
ミ
ニ
眼
鏡
橋
の

復
元
工
事
に
着
手
。そ
の
直
後
に
池
を
造
る
た

め
の
庭
石
な
ど
の
提
供
を
国
土
交
通
省
か
ら

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
長
崎
県
建
設
業
協
会

諫
早
支
部
の
協
力
を
得
て
池
の
造
成
も
行
わ

れ
た
。復
元
は
10
月
末
ま
で
に
終
わ
り
、
12
月

に
竣
工
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
「
先
人
が
残
し
た
諫
早
眼
鏡
橋
は
市
民
の
誇

り
。そ
の
移
築
も
ミ
ニ
眼
鏡
橋
が
な
け
れ
ば
実

現
で
き
な
か
っ
た
。サ
イ
ズ
は
小
さ
い
が
ミ
ニ

眼
鏡
橋
は
、
諫
早
眼
鏡
橋
が
現
在
の
場
所
に
生

ま
れ
変
わ
る
た
め
の
〝
生
み
の
親
〞
の
役
割

を
果
た
し
た
と
思
っ
て
い
る
。両
橋
は
ま
さ
に

『
親
子
眼
鏡
橋
』と
言
え
る
」と
語
る
。

諫
早
の
シ
ン
ボ
ル
に

　

２
０
１
７（
平
成
29
）年
7
月
、
親
子
眼
鏡
橋

を
諫
早
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
保
存
し
て
い
く
た

め
に
、
伊
藤
氏
を
会
長
と
す
る
11
人
で
「
眼
鏡

橋
の
歴
史
と
文
化
を
繋
ぐ
会
」
が
結
成
さ
れ
、

市
の
地
域
活
性
化
事
業
に
参
加
し
て
記
念
誌

「
歴
史
と
ロ
マ
ン
の
い
さ
は
や
眼
鏡
橋
〜
ミ
ニ

眼
鏡
橋
が
語
る
も
の
〜
」
や
紙
芝
居
、Ｄ
Ｖ
Ｄ

な
ど
を
制
作
。翌
18
年
２
月
に
は
イ
ベ
ン
ト「
眼

鏡
橋
フ
ェ
ス
タ
」が
開
催
さ
れ
、
伊
藤
氏
が
講
演

し
、
紙
芝
居
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
披
露
、
劇
団
に
よ
る

「
い
さ
は
や
眼
鏡
橋
今
昔
物
語
〜
ミ
ニ
眼
鏡
橋

の
帰
郷
〜
」
な
ど
が
上
演
さ
れ
た
。同
会
の
総

務
理
事
を
務
め
る
杉
本
伊
織
氏
(72)
は
「
こ
れ
か

ら
も
親
子
眼
鏡
橋
を
郷
土
の
誇
り
と
し
て
、
次

世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
」と
思
い
を
話
す
。

　

諫
早
眼
鏡
橋
は
昨
年
、
築
造
１
８
０
周
年
の

節
目
を
迎
え
、
生
涯
学
習
講
座
で
伊
藤
氏
が

「
親
子
眼
鏡
橋
物
語
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ

た
。諫
早
市
美
術
・
歴
史
館
で
は
３
月
30
日
ま

で「
諫
早
眼
鏡
橋
展
」が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

諫早市に移築するための解体の様子
写真提供／伊藤秀敏

ユネスコ村の日本庭園に移築された
1964年ごろのミニ眼鏡橋

日本庭園から移築されたミニ眼鏡橋は、
高欄の全ての擬宝珠が欠落していた

郷
土
の
誇
り 

親
子
眼
鏡
橋

次
世
代
に
語
り
伝
え
た
い
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熊
本
県
宇
城
市
不
知
火
（
し
ら
ぬ
い
）
町

の
「
松
合
橋
」
が
今
年
、
築
造
２
０
０
年
を

迎
え
る
。渡
り
５
間（
橋
長
８
㍍
）、幅
２
間（
橋

幅
４
㍍
）
の
小
さ
な
石
橋
な
が
ら
、
近
く
の

国
道
２
６
６
号
を
通
る
路
線
バ
ス
が
毎
日
、

こ
の
橋
の
路
面
を
通
過
し
て
い
る
。

　

松
合
は
九
州
の
ほ
ぼ
中
央
、
熊
本
県
の
西

側
に
突
き
出
た
宇
土
半
島
の
南
岸
に
位
置
し
、

波
静
か
な
内
海
の
八
代
海（
別
名
・
不
知
火
海
）

に
面
し
た
小
さ
な
港
町
。
か
つ
て
帆
船
が
行

き
交
っ
た
こ
ろ
に
海
上
交
通
の
拠
点
と
し
て

栄
え
た
歴
史
を
持
つ
。

　

地
元
郷
土
史
家
の
嶋
谷
力
夫
さ
ん
（
故
人
）

が
発
見
し
た
記
録
に
よ
る
と
松
合
橋
は
、「
文

政
３
年
（
１
８
２
０
年
）、
野
田
嶋
右
衛
門
な

る
人
物
が
松
合
村
の
土
橋
４
カ
所
の
う
ち
１

カ
所
を
目
鑑
橋
（
め
が
ね
ば
し
）
に
架
け
直

す
よ
う
仰
せ
付
け
ら
れ
た
」、
そ
の
目
鑑
橋
で

あ
る
と
判
明
し
た
。
本
人
に
話
を
伺
っ
た
際
、

「
そ
の
記
録
は
襖
（
ふ
す
ま
）
の
下
貼
り
に
用

い
ら
れ
て
い
た
も
の
」
と
言
っ
て
、
苦
笑
さ
れ

た
こ
と
を
思
い
出
す
。

　

松
合
橋
に
使
用
さ
れ
て
い
る
石
材
に
つ
い

て
は
、
池
辺
伸
一
郎
さ
ん
（
現
・
阿
蘇
火
山

博
物
館
館
長
）
に
見
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

基
礎
部
分
は
弱
溶
結
凝
灰
岩
、
輪
石
は
宇
土

半
島
北
側
の
宇
土
市
で
産

出
す
る
溶
結
凝
灰
岩
「
馬

門
石
」
で
、
壁
石
は
天
草

産
の
砂
岩
で
あ
る
と
分
か

っ
た
。
馬
門
石
は
淡
紅
色

が
特
徴
で
あ
る
と
知
ら
れ

て
い
る
が
、
松
合
橋
の
輪

石
に
使
わ
れ
て
い
る
馬
門

石
に
は
か
な
り
色
あ
せ
た

も
の
が
あ
る
。

　

そ
れ
ら
３
種
類
の
石
材

は
船
で
運
ば
れ
て
き
た
と

考
え
ら
れ
る
。そ
の
訳
は
、

宇
土
半
島
の
主
要
道
路
が

古
代
か
ら
近
世
ま
で
標
高

の
高
い
地
点
を
通
っ
て
お

り
、
標
高
の
低
い
海
沿
い

の
道
は
曲
が
り
く
ね
り
、

半
島
南
岸
の
海
沿
い
の
道

は
江
戸
時
代
中
期
な
っ
て
や
っ
と
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
（「
宇
土
半
島
の

歴
史
の
道
」
髙
木
恭
二
著
）。

　

松
合
橋
の
輪
石
を
真
下
か
ら
見
上
げ
る
と
、

要
石
は
１
列
で
は
な
く
２
列
並
ん
で
い
て
、

上
流
と
下
流
側
の
最
も
端
だ
け
横
に
長
い
要

石
が
各
１
つ
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
県
内

で
は
珍
し
い
輪
石
の
構
造
と
言
え
る
。

　

ち
な
み
に
熊
本
県
内
に
現
存
す
る
め
が
ね

橋
で
築
造
か
ら
２
０
０
年
を
超
え
て
い
る
の

は
、
山
鹿
市
菊
鹿
町
の
「
洞
口
橋
」（
１
７
７

４
年
）、熊
本
市
北
区
植
木
町
の「
豊
岡
橋
」（
１

８
０
２
年
）、
上
益
城
郡
御
船
町
の
「
門
前
川

橋
」（
１
８
０
８
年
）、下
益
城
郡
美
里
町
の「
雄

亀
滝
橋
」（
１
８
１
８
年
）、同
町「
風
呂
橋
」（
１

８
１
９
年
）
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
不
知
火
町
は
旧
暦
8
月
1
日
の

八
朔
（
新
暦
の
9
月
中
旬
）
の
こ
ろ
、
海
上

に
不
思
議
な
光
が
点
滅
す
る
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
こ
の
光
は
、
景
行
天
皇
九
州
巡
幸
伝
説

に
登
場
す
る
「
不
知
火
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
、

八
代
海
に
面
し
た
永
尾
（
え
い
の
お
）
神
社

に
は
毎
年
、
こ
の
神
秘
の
光
を
見
よ
う
と
多

く
の
見
物
客
が
訪
れ
る
。

「
松
合
橋
」 ＝
熊
本
県
宇
城
市

 

晴
れ
て
２
０
０
歳

　

本
会
会
員
の
中
か
ら
会
長
の
上
塚
尚
孝
氏

（
熊
本
県
）と
伊
東
孝
氏（
神
奈
川
県
）が
昨
年

11
月
、
地
域
文
化
の
振
興
へ
の
貢
献
を
文
化
庁

が
認
め
る
「
地
域
文
化
功
労
者
」
文
部
科
学
大

臣
表
彰
を
受
け
た
。

　

上
塚
氏
は
長
年
、熊
本
県
の
八
代
市
文
化
財

保
護
委
員
や
下
益
城
郡
城
南
町（
現
・
熊
本
市

南
区
城
南
町
）
文
化
財
保
護
審
議
員
を
務
め
、

伊
東
氏
は
長
年
、埼
玉
県
文
化
財
保
護
審
議
会

委
員
な
ど
を
務
め
た
。

地
域
文
化
功
労
者
に

上
塚
尚
孝
氏

伊
東 
孝
氏

文
化
貢
献
を
表
彰

会
長　

上
塚
尚
孝
（
熊
本
県
）

　

２
０
１
９（
令
和
元
）年
の
秋
の
叙
勲
で
は
、

文
化
財
保
護
功
労
者
と
し
て
、熊
本
県
の
山
鹿

市
文
化
財
保
護
委
員
会
委
員
長
を
務
め
る
会

員
の
竹
下
輝
幸
氏
（
熊
本
県
）
が
「
旭
日
単
光

章
」を
受
け
た
。

　

な
お
、２
０
１
３（
平
成
25
）年
に
は
行
政
相

談
功
労
者
と
し
て
、元
山
都
町
長
で
本
会
元
会

長
の
甲
斐
利
幸
氏
（
同
県
）
と
元
山
鹿
市
長
で

本
会
副
会
長
の
河
村
修
氏（
同
県
）が「
旭
日
小

綬
章
」を
受
け
て
い
る
。

（
広
報
部
）

※
文
化
財
に
関
連
す
る
会
員
の
表
彰
の
情
報

は
事
務
局
広
報
部
宛
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

竹
下
輝
幸
氏
が

旭
日
単
光
章

松合橋　※壁石脇を通る金属管を削除
　　　　　　　スケッチ画／上塚尚孝
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三
五
郎
は

　
八
面
六
臂
か（
朱
夏
）

　

岩
永
三
五
郎
が
熊
本
藩
領
の
矢
部
手
永
で

携
わ
っ
た
土
木
事
業
に
つ
い
て
、
笹
原
佗
介
著

の
「
布
田
保
之
助
惟
暉
翁
伝
」
に
は
次
の
よ

う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
一
、
男
成
川
目
鑑
橋
（
お
と
こ
な
り
か

わ
め
が
ね
ば
し
）　

渡
十
一
間
（
中
略
）

天
保
二
年
十
一
月
着
手　

同
三
年
五
月

成
就　

石
工
棟
梁
八
代
手
永
岩
永
三
五

郎
」「
二
、
下
馬
尾
河
目
鑑
橋
（
げ
ば

お
が
わ
め
が
ね
ば
し
）　

渡
八
間
（
中

略
）
天
保
四
年
十
一
月
成
就　

石
工
棟

梁
八
代
手
永
岩
永
三
五
郎
」

　

男
成
川
目
鑑
橋
の
架
橋
は
１
８
３
２

（
天
保
３
）
年
で
現
在
の
山
都
町
の
笹

原
川
に
架
か
る
聖
橋
、
そ
の
翌
年
架
橋

の
下
馬
尾
河
（
川
）
目
鑑
橋
は
同
町
の

千
滝
川
に
架
か
る
浜
町
橋
の
こ
と
。
八

代
手
永
は
八
代
郡
ま
た
は
同
郡
の
野
津

手
永
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

　

１
９
５
４
年
に
藩
政
期
最
大
の
石
造

水
路
橋
「
通
潤
橋
」
築
造
を
実
現
し
た

布
田
保
之
助
が
惣
庄
屋
に
就
任
し
た
の
が
34

（
天
保
５
）
年
だ
っ
た
。
し
か
し
、
三
五
郎
は

そ
の
後
、
鹿
児
島
藩
に
招
か
れ
る
こ
と
に
な

る
。

後
任
に
種
山
の
宇
市
を
推
薦
か

　

岩
永
三
五
郎
の
門
弟
に
は
種
山
手
永
の
宇

助
・
宇
市
の
兄
弟
が
い
る
。
長
男
の
宇
助
を

石
工
頭
と
す
る
種
山
石
工
衆
は
、46（
弘
化
３
）

年
に
砥
用
手
永
の
霊
台
橋
架
設
工
事
に
従
事

し
た
が
、
宇
助
は
そ
の
後
に
石
工
を
引
退
し

て
酒
屋
を
営
ん
だ
。
そ
の
た
め
三
五
郎
は
自

分
の
後
任
に
次
男
の
宇
市
を
推
薦
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
通
潤
橋
に
あ
る
石
碑
に
は
「
石

工
頭
／
矢
部
小
埜
尻

村　

宇
市
」
と
名
が

残
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
は
宇
市
が
父
の
嘉

八
と
共
に
種
山
か
ら

矢
部
に
移
住
し
た
た

め
で
あ
る
。
本
会
の

副
会
長
だ
っ
た
飯
星

時
春
さ
ん
（
故
人
）

が
そ
の
住
所
変
更
届

の
写
し
（
原
本
不
明
）

を
持
っ
て
お
ら
れ
た
。

　

さ
て
、
岩
永
三
五

郎
は
１
８
４
０
年
に

薩
摩
へ
と
出
発
し
、

各
地
で
土
木
工
事
を

手
掛
け
て
い
る
。「
鹿

児
島
県
維
新
前
土
木
史
」（
鹿
児
島
県
土
木
課
）

に
よ
る
と
、
鹿
児
島
城
下
の
掘
り
割
り
に
小

規
模
な
「
吉
野
橋
」「
孝
行
橋
」「
潮
見
橋
」

な
ど
の
改
築
を
行
っ
た
。
そ
れ
ら
は
腕
試
し

と
考
え
ら
れ
る
。
翌
41
年
に
は
鹿
児
島
港
の

北
寄
り
の
地
に
埠
頭
（
ふ
と
う
）
を
築
造
し
、

こ
れ
は
通
称
で
「
三
五
郎
波
戸
（
は
と
）」
と

呼
ば
れ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
、
甲

突
川
下
流
域
の
改
修
工
事
に
取
り
組
む
。
す

な
わ
ち
石
橋
架
設
の
前
段
階
と
し
て
川
幅
を

そ
ろ
え
、
堤
防
や
護
岸
を
整
備
し
、
河
底
の

し
ゅ
ん
せ
つ
を
行
う
な
ど
で
あ
る
。

　

岩
永
三
五
郎
は
河
川
を
見
る
目
が
違
う
。

奈
良
・
興
福
寺
の
阿
修
羅
像
は
、
３
つ
の
顔

で
正
面
、左
右
を
凝
視
し
、６
本
の
腕
を
持
つ
。

こ
の
年
、
名
工
は
47
歳
だ
け
れ
ど
、
川
を
流

れ
る
水
の
心
を
知
る
総
合
的
な
治
水
術
を
誰

に
教
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

霧
島
神
宮
に
手
水
鉢
を
奉
納

　

三
五
郎
は
43
（
天
保
13
）
年
に
一
度
熊
本

に
戻
り
、
鏡
町
の
印
鑰
（
い
ん
に
ゃ
く
）
神

社
再
建
の
た
め
に
石
工
の
金
右
衛
門
と
喜
三

次
と
仕
事
を
共
に
し
た
記
録
が
、
同
神
社
の

覚
書
板
（
棟
札
）
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
再
び
5
月
に
薩
摩
へ
向
か
っ
た
。

　

そ
の
と
き
の
道
中
で
霧
島
神
宮
に
立
ち
寄

っ
て
、
石
造
の
手
洗
鉢
を
奉
納
し
た
よ
う
だ
。

現
在
も
残
る
手
水
鉢
の
脚
部
に
は
「
奉
納　

肥
後
国
石
工　

岩
永
三
五
郎　

天
保
十
三　

壬
寅　

九
月
吉
祥
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

神
宮
を
訪
ね
た
際
、
手
洗
い
場
の
竜
頭
（
り

ゅ
う
ず
）
も
三
五
郎
が
奉
納
し
た
も
の
だ
と

社
務
所
の
人
か
ら
聞
い
た
が
、
精
巧
な
出
来

だ
っ
た
。

　

こ
の
年
に
は
、
鹿
児
島
市
を
流
れ
る
稲
荷

川
の
砲
真
橋
改
め
「
永
安
橋
」、「
稲
荷
橋
」

と
「
大
乗
院
橋
」
の
架
橋
に
従
事
し
た
こ
と

が
「
鹿
児
島
県
維
新
前
土
木
史
」
に
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
翌
年

に
指
宿
の
「
宮
ケ
浜
堤
防
」
の
築
造
、
大
口

の
堤
防
修
理
工
事
な
ど
を
行
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
指
宿
の
宮
ケ
浜
は
、
鹿
児
島
県
在
住

の
木
原
安
姝
子
さ
ん
に
案
内
い
た
だ
い
た
と

記
憶
す
る
が
、
直
方
体
の
多
数
の
石
材
を
そ

れ
ぞ
れ
ず
ら
し
て
積
み
重
ね
た
堤
防
で
、
一

見
し
て
荒
れ
た
海
の
波
に
も
不
動
の
船
溜
ま

り
堤
防
だ
と
感
心
し
た
。

　

三
五
郎
が
50
歳
に
な
っ
た
年
に
元
号
が
「
天

保
」
か
ら
「
弘
化
」
に
な
る
。
以
下
、
同
土

木
史
に
よ
る
と
薩
摩
郡
川
内
町
大
字
東
手
字

仮
屋
崎
に
「
仏
性
橋
」「
水
ノ
手
橋
」、
指
宿

町
大
字
西
方
の
「
湊
川
橋
」
を
架
設
。
明
け

て
45
（
弘
化
２
）
年
、
岩
永
三
五
郎
は
国
分

小
村
で
干
拓
工
事
を
担
当
し
、
１
２
０
町
歩

（
約
１
２
０
㌶
）
の
新
田
を
拓
く
。
こ
の
際
の

監
督
者
は
海
老
原
清
煕
だ
っ
た
。

（
２
０
２
０
年
１
月
７
日
記
、
次
号
に
続
く
）

〓おんこせっきょうき〓

上塚 尚孝
温故石拱記温故石拱記

岩永三五郎が霧島神宮に奉納した手水鉢
撮影／木原安姝子



「日本のいしばし」96 号（通算）　2020 年 4月9日（第 2版）　<8>

会報96号（通算）　2020（令和2）年3月16日第1版発行
　　　　　　　　 同年4月9日第2版

代表者 会長　上塚  尚孝　
事務局 〒861-3513 熊本県上益城郡山都町下市182-2 
 通潤橋史料館内　☎0967（72）3360
HP http://www.ishibashi-mamorukai.jp
BBS http://9328.teacup.com/jsbp/bbs/

編
集
後
記

日本の石橋を守る会
～石橋とその文化を大切に～

　

中
面
で
長
崎
県
諫
早
市
の
「
親
子
眼
鏡
橋
」

を
特
集
し
ま
し
た
。築
造
当
時
、
最
高
の
も
の

を
目
指
し
た
諫
早
眼
鏡
橋
の
技
術
面
に
つ
い

て
、編
集
の
都
合
で
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
が
心
残
り
。い
つ
か
紹
介
の
機
会

が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
会
報
担
当
・
中
村
ま
さ
あ
き
）

募
集
！

　「
お
も
い
で
の
石
橋
」写
真
と
原
稿

　

流
失
、
撤
去
、
移
設
さ
れ
た
石
橋
な
ど
の
現

存
時
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。石
橋
に
関

す
る
当
時
の
思
い
出
と
共
に
原
稿
（
４
4
0
字

程
度
）
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。写
真
は
必
ず
返

却
い
た
し
ま
す
。問
い
合
わ
せ
や
投
稿
は
左
記

事
務
局
の
中
村
ま
さ
あ
き
宛
。

▽

事
務
局
長　

軸
丸
英
顕（
熊
本
県
）

　

大
阪
で
「
敬
天
ま
ち
づ
く
り
大
学
」
を

主
催
す
る
芦
田
英
機
会
員
が
昨
年
11
月
、

受
講
者
７
人
を
連
れ
て
熊
本
に
来
訪
さ

れ
ま
し
た
。兵
庫
の
片
寄
俊
秀
元

会
長
か
ら
石
橋
の
魅
力
を
聞
き

い
て
、
熊
本
の
石
橋
群
を
見
て
み

た
い
と
思
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

明
治
期
の
石
積
み
の
埠
頭
が

残
る
宇
城
市
の
三
角
西
港
や
八

代
市
東
陽
石
匠
館
を
見
学
の
後
、

震
災
か
ら
の
復
旧
が
進
む
宇
土

市
の
船
場
橋
や
山
都
町
の
通
潤

石
橋
に
ひ
か
れ
熊
本
を
探
訪

恒吉太鼓橋で受けた厚意

井
之
上 

尚
史（
熊
本
県
）

　

橋
梁
の
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
福

岡
市
で
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
た
社
会
人
４

年
目
の
こ
と
。上
司
に
誘
わ
れ
、
２
０
０
３
年

の
5
月
1
日
か
ら
２
泊
3
日
の
日
程
で「
石
橋

巡
り
ツ
ア
ー
i
n
鹿
児
島
」
を
決
行
し
た
。人

生
初
の
石
橋
だ
け
を
巡
る
旅
行
で
あ
る
。

　

旅
の
バ
イ
ブ
ル
は
木
原
安
姝
子
著「
里
の
石

橋
4
5
3
」。事
前
に
下
調
べ
を
し
、
3
日
間
で

21
橋
の
石
橋
を
訪
問
し
た
。そ
の
と
き
最
初
に

訪
れ
た
の
が
、
私
の
父
方
の
祖
父
の
出
身
地
、

大
隅
町（
現
・
曽
於
市
）の「
恒
吉
太
鼓
橋
」

（
1
7
9
0
年
架
橋
）だ
っ
た
。

　

朝
７
時
過
ぎ
に
橋
に
到
着
し
、そ
れ
か
ら
夢

中
で
写
真
を
撮
っ
た
。１
時
間
ほ
ど
し
て
空
腹

を
感
じ
た
と
き
、
一
台
の
軽
ト
ラ
が
近
く
に
止

ま
っ
た
。運
転
手
は
地
元
の
人
の
よ
う
で
、「
何

し
て
い
る
の
？
」と
話
し
か
け
る
の
で
、「
石
橋

の
写
真
を
撮
っ
て
い
る
ん
で
す
」
と
返
す
と
、

彼
は
わ
れ
わ
れ
が
遠
方
か
ら
来
た
こ
と
を
喜

ん
で
、
配
達
途
中
の
商
品
で
あ
る
、
ま
だ
温
か

い
厚
揚
げ
を
く
れ
た
。そ
れ
が
非
常
に
お
い
し

か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　

恒
吉
太
鼓
橋
は
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
の

集
中
豪
雨
で
流
失
し
て
２
２
６
年
の
歴
史
に

幕
を
下
ろ
し
た
が
、今
は
あ
の
と
き
に
受
け
た

厚
意
と
共
に
思
い
出
す
石
橋
と
な
っ
て
い
る
。

橋
、
す
で
に
復
旧
な
っ
た
美
里
町
の
二
俣

福
良
渡
目
鑑
橋
な
ど
、
10
橋
余
り
を
探
訪

さ
れ
、
す
っ
か
り
石
橋
に
魅
せ
ら
れ
た
よ

う
で
す
。７
人
全
員
が
当
会
に
入
会
い
た

だ
き
ま
し
た
。こ
の
と
こ
ろ
関
西
在
住
会

員
の
増
加
が
続
い
て
い
ま
す
。

koho@
ishibashi-m

am
orukai.jp

通潤橋にて。中央の男性が芦田英樹氏
写真提供／軸丸英顕

大会
情報

2020年5月24日㈰・25日㈪
第41回大会を福岡県八女市で開催

石
原
史
彦
会
員（
熊
本
県
）

石
橋
絵
画
と
押
し
花
作
品
展

[石橋と野の草花親子展]
期　間　2020年8月6日(木)～16日(日)
会　場　島田美術館ギャラリー
　　　　熊本市西区島崎4-5-28
　　　　TEL 096-352-4597
開　館　10:00～17:00 、火曜休館

　

石
原
史
彦
会
員
の
石
橋
絵
画
と
母
堂

の
押
し
花
絵
作
品
（
見
学
無
料
）
が
本
年

8
月
6
日
か
ら
16
日
ま
で
、
熊
本
市
西
区

島
崎
の
島
田
美
術
館
で
展
示
さ
れ
る
。

流
失
す
る
前
の
恒
吉
太
鼓
橋　

　
　
　
　
　
　
＝
２
０
０
３
年
5
月
、井
之
上
尚
史
撮
影

サインペン
画「
立
門
橋
」

お
も
い
で
の
石
橋


